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アウトカムの達成度に関する評価・分析（※1） 

（本事業における成果、課題、改善点等） 

放
課
後
子
ど
も
教
室
（
平
日
） 

 

継続的な地域協働活動の推進 モデル教室にて以下を試行す

る。放課後子ども教室から地

域社会へ関わりを深め、地域

社会と放課後子ども教室が連

携・協働していく。 

放課後子ども教室

スタッフが地域コ

ミュニティ委員会

に参加し新たなネ

ットワークを構

築。地域コミュニ

ティに参加いただ

きグランドゴルフ

を通常的に実施す

る。 

実施回数 5 回 6 回 

以上 

7 回 4 

 

【本事業における成果】 

令和４年度から地域コミュニティ委員会との協働活動につい

て検討し、単発的な活動（グランドゴルフ）を開始。参加児

童の評価が大変高く、令和５年度においても石戸小放課後子

ども教室で、定期カリキュラムとして組み込むこととなった。

継続的な地域協働活動の推進を達成したと言える。 

【工夫した点】 

単に活動を行うのではなく、参加児童と地域住民の両者にと

って意義ある活動とすることが目標の達成を図る上で重要と

なる為、内容の充実度についても細かく検証し、検証結果を

会員の方と共有した。結果的に、手づくりの子ども用クラブ

を寄贈いただき、参加児童から高く評価される活動となっ

た。地域住民にとっても“健康増進”や“子どもから元気をもら

える”と、両者にとって充実度の高い活動となっている。 

放
課
後
子
ど
も
教
室
（
土
曜
日
教
育
支
援
） 

 貧困家庭の生徒の学習意欲の

低下、学校以外で学ぶ機会の

減少が課題となっており、一

人一人の学習のつまずきを支

援する時間や場が限られてい

る。 

サポートスタッフ（教職員・

外部学習支援ボランティア）

による学習支援活動を年８回

程度実施し、参加児童生徒の

学習のつまずきを把握し、個

別支援を行う。 

学校の授業以外で

日常的に学習を行

う児童生徒が増え

る。 

予算に対す

る実施総回

数と実施回

数との割合 

89 ％ 90 75 2 アフターコロナの中で、実際に集合型の学習に参加する児童

生徒が増えた一方で、インフルエンザやコロナウイルス感染

等の流行が年間を通して散発したため、感染拡大を防ぐため

の学級閉鎖等の対応をとったことから、予定していた実施回

数を下回ったところがあった。来年度に向け日程変更を視野

に入れた計画立てを検討する。 

学
校
応
援
団
推
進
事
業 

教員の業務負担による時間外

勤務の増加 

学校応援団の活動で、「安心・

安全確保への支援」や「学校

の環境整備への支援」に重点

を置き、活動実日数を増や

す。 

地域との協働が進

み、教員の業務負

担が減少する。 

学校応援団

の活動実日

数（「学校応

援団」の推

進に係る調

査） 

1234 日 1300 1267 2 目標値の達成に至らなかった要因としては、中学校での活動

日数が少ないことが挙げられる。登下校時のあいさつ運動へ

の参加や放課後及び長期休業中の補習等についても学校応援

団の活用を進めていく。 

（※1）アウトカムの達成度（課題の解決・改善の進捗度）を、５段階で自己評価したもの。 

５：本年度の目標値を大きく上回り、設定していた課題が解決した  ４：本年度の目標値を上回り、課題の解決に向けて大きな成果が見られた ３：本年度の目標値を達成し、課題の改善が見られた 

２：本年度の目標値を下回り、取組の工夫・改善が求められる    １：本年度の目標値を大きく下回り、取組の根本的な見直しが求められる 
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